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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月3日(2014.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　粒子（ｃ）が、粉末、または、水および／もしくは極性有機溶剤中のディスパーション
もしくは懸濁液の形態で提供され、前記極性有機溶剤は、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳ
Ｏ）、Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）、エチレングリコール、ジメチルアセトア
ミド（ＤＭＡｃ）、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、アセトンならびにアルコール、例
えばメタノール、エタノール、ブタノールおよびイソプロパノール、またはこれらの溶剤
の混合物から選択される、請求項１から３のいずれか一項に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１１】
　導電性ポリマー（ｂ）が、顆粒、または水および／もしくは極性有機溶剤中のディスパ
ーションもしくは懸濁液の形態で提供され、前記極性有機溶剤は、ジメチルスルホキシド
、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、エチレングリコール、ジメチルアセトアミド、テトラヒ
ドロフランまたはジメチルホルムアミドから選択される、請求項１から１０のいずれか一
項に記載の組成物。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１３】
　充填剤（ｄ）が、水および／または極性有機溶剤中のディスパーションとしてのカーボ
ンナノチューブであり、前記極性有機溶剤は、ジメチルスルホキシド、Ｎ－メチル－２－
ピロリドン、エチレングリコール、ジメチルアセトアミド、ジメチルホルムアミド、アセ
トンならびにアルコール、例えばメタノール、エタノール、ブタノールおよびイソプロパ
ノール、またはこれらの溶剤の混合物から選択される、請求項１から１２のいずれか一項
に記載の組成物。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　前記エラストマーおよび／または前記熱可塑性ポリマーは、水および／または溶剤中の
ディスパーションまたは懸濁液の形態で使用され、前記溶剤は、好ましくは、ジメチルス
ルホキシド（ＤＭＳＯ）、Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）、エチレングリコール
、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、ジメチルアセトアミド（ＤＭＡｃ）またはジメチルホ
ルムアミド（ＤＭＦ）から選択される有機溶剤である。好ましくは、エラストマーおよび
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／または熱可塑性ポリマーは、水中のディスパーションまたは懸濁液の形態である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　導電性ポリマー（ｂ）は、顆粒、または水および／もしくは溶剤中のディスパーション
もしくは懸濁液の形態で提供されてもよく、前記溶剤は、好ましくは、ジメチルスルホキ
シド（ＤＭＳＯ）、Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）、エチレングリコール、テト
ラヒドロフラン（ＴＨＦ）、ジメチルアセトアミド（ＤＭＡｃ）またはジメチルホルムア
ミド（ＤＭＦ）から選択される極性有機溶剤であり、導電性ポリマー（ｂ）は、好ましく
は、水、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）またはエチレングリコール中のディスパーシ
ョンまたは懸濁液の形態である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　前記ポリマー粒子（ｃ）は、粉末、または、水および／もしくは溶剤中のディスパーシ
ョンもしくは懸濁液の形態で使用されてもよく、前記溶剤は、ジメチルスルホキシド（Ｄ
ＭＳＯ）、Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）、エチレングリコール、ジメチルアセ
トアミド（ＤＭＡｃ）、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、アセトンならびにアルコール
、例えばメタノール、エタノール、ブタノールおよびイソプロパノール、またはこれらの
溶剤の混合物から選択される極性有機溶剤である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　充填剤（ｄ）は、銀、金、白金および／もしくはＩＴＯ（インジウムスズ酸化物）のナ
ノ粒子および／もしくはナノフィラメントから選択される導電性充填剤、ならびに／また
はカーボンナノチューブおよびグラフェンベースナノ粒子から選択される半導性充填剤で
あってもよい。好ましい実施形態によれば、充填剤（ｄ）は、水および／または溶剤中の
ディスパーションの形態のカーボンナノチューブであり、前記溶剤は、ジメチルスルホキ
シド（ＤＭＳＯ）、Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）、エチレングリコール、ジメ
チルアセトアミド（ＤＭＡｃ）、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、アセトンならびにア
ルコール、例えばメタノール、エタノール、ブタノールおよびイソプロパノール、または
これらの溶剤の混合物から選択される極性有機溶剤である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明の別の主題は、本発明による組成物を調製するための方法であって、
　（ｉ）ナノメートルサイズの導電性または半導性充填剤（ｄ）を、水および／または溶
剤中に分散または懸濁させる段階であって、前記溶剤は、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳ
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Ｏ）、Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）、エチレングリコール、ジメチルアセトア
ミド（ＤＭＡｃ）、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、アセトンならびにアルコール、例
えばメタノール、エタノール、ブタノールおよびイソプロパノール、またはこれらの溶剤
の混合物から選択される極性有機溶剤であってもよい、段階と、
　（ｉｉ）段階（ｉ）において得られたディスパーションまたは懸濁液を、顆粒、または
水および／もしくは溶剤中のディスパーションもしくは懸濁液の形態で提供されてもよい
ポリチオフェン導電性ポリマー（ｂ）と混合する段階であって、前記溶剤は、段階（ｉ）
中に使用される溶剤と混和性である極性有機溶剤あってもよく、ジメチルスルホキシド（
ＤＭＳＯ）、Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）、エチレングリコール、ジメチルア
セトアミド（ＤＭＡｃ）、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）またはジメチルホルムアミド（
ＤＭＦ）から選択されてもよい、段階と、
　（ｉｉｉ）架橋または非架橋ポリマーの粒子（ｃ）を、段階（ｉｉ）において得られた
ディスパーションに添加する段階であって、前記粒子は、粉末、または水ならびに／もし
くは段階（ｉ）および（ｉｉ）中に使用される溶剤と混和性である極性有機溶剤中のディ
スパーションもしくは懸濁液の形態で提供されてもよく、前記極性有機溶剤は、ジメチル
スルホキシド（ＤＭＳＯ）、Ｎ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）、エチレングリコー
ル、ジメチルアセトアミド（ＤＭＡｃ）、ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、アセトンな
らびにアルコール、例えばメタノール、エタノール、ブタノールおよびイソプロパノール
、またはこれらの溶剤の混合物から選択されてもよく、前記粒子は、ポリスチレン、ポリ
カーボネートまたはポリメチレンメラミンの官能化または非官能化粒子（前記非架橋ポリ
マーの粒子は、Ｔｇ＞８０℃を示す）、ガラスの粒子、シリカの粒子および／または金属
酸化物ＺｎＯ、ＭｇＯもしくはＭｇＡｌ２Ｏ４から選択される金属酸化物の粒子、または
ホウケイ酸塩の粒子から選択される、段階と、
　（ｉｖ）段階（ｉｉｉ）において得られたディスパーションを、Ｔｇ＜２０℃であるエ
ラストマーおよび／もしくはＴｇ＜２０℃である熱可塑性ポリマーの少なくとも１種のデ
ィスパーションもしくは懸濁液、ならびに／またはポリマー溶液（ａ）と混合する段階と
　を含む方法に関する。
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